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 われわれはいかにして他者の行動を理解しているのだろうか。標準的な説明は、行動

に伴う心的状態の推測（読心）によって行動は理解されるというものだ。標準的説明を

支持する立場の 1つに理論説とよばれる立場がある。理論説は、他者理解を可能にする

読心を理論的知識にもとづく推論として捉える。すなわち、理論説によれば、心と行動

についての一般的知識の集合（素朴心理学）にもとづき他者の心的状態を推論すること

で、他者の行動は理解されるのである。 

しかし、読心による他者理解の捉え方に対しては、直接的社会知覚の可能性にもとづ

く批判が提示されている（Gallagher, 2008等）。こうした批判では、情動や意図といっ

た一部の心的状態は他者の行動や表情に表れているものとして直接に知覚可能である

と論じられる。それゆえ、そうした心的状態については、行動や表情から何らかのかた

ちで（例えば理論的推論によって）推測する必要はないというのである。理論説は読心

によって他者理解を捉える立場の 1つであるため、直接的社会知覚の可能性は理論説に

とって大きな問題であるように思われる。 

本発表では、理論説と直接的社会知覚についての議論を整理し、両者の両立可能性を

擁護することを目的とする。特に、理論説に否定的な論者が提示する直接的社会知覚の

描像が理論説の描像を排除しないと論じる。ただし、本発表は他者理解のあり方につい

ての決定的な説明を与えるようなものではない。他者理解についての議論は、最終的に

は経験的検証によって決着をつけるべきものである。本発表の議論は経験的知見とはあ

る程度独立に行われるものであるが、理論説や直接的社会知覚の議論において重要とな

る経験的知見がどのようなものかについて一定の示唆を与えうるだろう。 

 

発表では理論説の基本的な特徴と直接的社会知覚にもとづく批判を簡潔に提示した

のちに、理論説と両立するかたちで直接的社会知覚を捉える議論について紹介する。こ

うした議論は J. S. ラヴェルや P. カラザーズによって提示されている（Carruthers, 

2015; Lavelle, 2012）。ラヴェルやカラザーズは、直接的社会知覚を理論負荷的な観察

として捉える。すなわち、心的状態は意識的な推論を介することなく観察できるが、そ

の観察は意識にのぼらない暗黙的な推論によって支えられていると主張する。従って、

心的状態の直接知覚可能性と理論的推論の必要性を整合的に考えることができるので

ある。 

続いて、こうした議論に対して理論説に否定的な論者である S. ギャラガーが提示す

る批判（Gallagher, 2015; 2017; 2020）の要点をまとめる。ギャラガーは、直接的社会

知覚を支える心理学的メカニズムは理論的推論を必要とするプロセスとしては捉えら

れないと論じる。むしろ、直接的社会知覚を支える暗黙的プロセスは、神経ネットワー



クの可塑的な変化を通して上手く調整された知覚システムにおける並列分散処理とし

て特徴づけられるのだ。 

ギャラガーによる批判に対して本発表は理論説の立場から応答することを試みる。直

接的社会知覚を支えるメカニズムについてのギャラガーの描写は必ずしも理論説的な

解釈を排除するものではない。理論説は心の理解のためには理論的知識や推論プロセス

が必要と論じるが、「理論」や「推論」の捉え方にはある程度の柔軟性がある。それゆ

え、ギャラガーの議論と整合的なかたちで理論説が措定する理論的推論を捉えられるか

もしれない。ギャラガー的描像によって排除されないような理論観の例を提示し、こう

した方向性の応答が一定の妥当性をもつことを示す。 
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